


沖縄三育中学校と吹奏楽部について

2025年度 演奏活動 (吹奏楽部公演や吹奏楽部メンバーによるアンサンブル演奏) 

・ 5/4   ファンファンマーケットアグリパーク 
・ 5/5   羽地ダム 鯉のぼり祭り 
・ 6/29 広島三育学院 サマーコンサート出演 
・ 7/5   SDA沖縄教区合同礼拝 讃美コンサート 
・ 7/6   名護の日コンサート  
・ 9/14 久志駅伝大会 応援演奏 
・ 9/14 シェラトン沖縄サンマリーナリゾート 
・10/19 沖縄三育小学校バザー 楽器体験実施 
・11/2  屋部川七色にじまつり 
・11/3  名護市民音楽祭 
・11/3  やんばるゴスペルフェスティバル

・11/21 グランドメルキュール沖縄残波岬リゾート 
・11/30 イオンモール名護店 
・12/4  ファンファンマーケットイーアス沖縄豊崎 
・12/14 イオンモール沖縄ライカム 
・12/15 沖縄三育中学校 クリスマスコンサート 
・  1/18 名護チャレンジマラソン 応援演奏 
・  2/15 音楽探究ゼミ学内コンサート（声楽・器楽） 
・  2/19 国立療養所沖縄愛楽園 文化祭での演奏 
・  2/26 沖縄三育中学校　吹奏楽部定期演奏会 
・  2/28 沖縄三育中学校　讃美コンサートfinal 
  （pm.15:30頃を予定しています。変更の可能性あり）

2025年度も多くの皆様のご協力と支えによって沢山の本番を経験させていただけました事を 
心より感謝いたします。今後もどうぞ、沖縄三育中学校吹奏楽部をよろしくお願いいたします。 

　沖縄三育中学校は、沖縄県内で最も歴史ある男女共学全寮制の私立中学校です。運動部や探究学習などの
課外活動も充実していますが、中でも音楽活動はとりわけ盛んです。 聖歌隊、吹奏楽部、ハンドベルといっ
た団体活動に加え、探究学習での声楽・器楽ゼミ、さらには個人レッスンまで行われています。生徒たちが
自発的にグループを組んで演奏することもあり、キャンパスはいつも音楽で溢れています。 こうした環境の
中、吹奏楽部は授業の一環である「文化クラブ」として活動しています。部員のほとんどは、中学校に入っ
てから初めて楽器を手にした初心者ばかりです。しかし、全員で息を合わせて一つの音楽を作り上げる体験
を通して、人として成長することを目指しています。それが、沖縄三育中学校の吹奏楽部です。 

　吹奏楽部顧問　高田雅弘　（バレーボール部顧問　ハンドベル部顧問　男子寮寮監長） 

　　多感な中学生という時期に、音楽を通じて生徒たちの成長に立ち会える喜びを日々感じ
ております。 本校の吹奏楽部は、限界を決めることなく挑戦を続けてまいりました。楽し
みながら音を奏で、悩みながら曲に向き合い、仲間と助け合いながら心を磨く。そのプロセ
スのすべてが彼らの財産です。 本日は、そんな日々を積み重ねてきた吹奏楽部員たちの集
大成です。 日頃より活動を支え、演奏の場を与えてくださる皆様への感謝を込めまして、
2025年度最後のコンサートをお届けいたします。どうぞごゆっくりお楽しみください。　

　吹奏楽部 部長　坂本盟　（サッカー部　聖歌隊　前期寮役員） 
　 
　私は浦添の公立小学校から、この沖縄三育中学校へ入学しました。三育のことをほとん
ど知らない中での寮生活。入学当初は初めてのことばかりで、本当に苦しかったことを今で
も思い出します。 1年生の時に選んだ吹奏楽部の活動も、私にとって決して楽なものではあ
りませんでした。それでも仲間や先生方、そして祈りに支えられ、気づけば3年生。いつし
か部長として、みんなを支える立場になっていました。 「音楽を通して人を育てる」。まさ
にその言葉通り、私自身がこの活動に育ててもらった3年間でした。三育での生活は、両親
からの最高の贈り物です。

　吹奏楽部 副部長　西口陽　 
　（バスケットボール部　ハンドベル部　聖歌隊ベースパートリーダー　男子寮寮役員） 
　 
　「伝えたいものがある」。 始めた頃は、サックスへの憧れや音を出す楽しさだけで十分で
した。でも、深く向き合うほど、音楽は楽しいだけのものではないと知りました。時間の使い
方に苦心し、仲間と衝突し、音楽の本質を模索する日々。 人の歴史が常に音楽と共にあった
ように、私の三育生活も音楽と共にありました。この部活動は、私を「聴く側」から「奏でる
側」へと育ててくれました。 目標は、誰かの心を癒せる奏者になること。この音楽を通し
て、一生をかけて神様の愛を伝えていきたいと思います。沖縄三育中学校の吹奏楽部が「なぜ
吹くのか」それが神様の豊かな恵みと祝福に対する応答なのです。


